
 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ふれあい学習だより 
令和５年１０月 第６３号 
 
芳賀教育事務所ふれあい学習課 

家庭教育を考える研修会（10／1２） 会場：KOBELCO 真岡いちごホール 

ふれあい学習課では家庭教育支援や人権教育、青少年育成等の出前(デリバリー)講座を 

行っています。詳しくは右 QR コードよりご覧ください。連絡は下記へお願いします。 
芳賀教育事務所ふれあい学習課  真岡市荒町  

   ℡    

ふれあい人権フォーラム（６／９）  会場：益子町民会館ホール 

 

講話  

講師 BURAKU HARITAGE メンバー 上川 多実 氏 

 大関さんの作文は、インターネットを使用する際のマイルールを 

考えたというもので、それは大人にも参考になるものでした。上川 

先生からは、知らないからこそしてしまう差別、無意識のうちにし 

てしまう差別を、被差別部落出身者である実体験を交えてお話しい 

ただきました。改めて「知ることの大切さ」を感じた研修でした。 

今年度、当ふれあい学習課は「ふれあいを取り戻す～つながりづくりのリニューア

ル～」をテーマに掲げ、関係各所との連携・協力のもと、各事業を実施してまいりまし

た。おかげさまで、延期・中止なく研修を進められております。引き続き、充実した研

修を開催したいと考えておりますので、御参加のほどよろしくお願いいたします。 

講話「ネットに『はまる』子どもたちに周囲の大人ができる予防と対策～」 
講師 angels-eyes 代表 遠藤 美季 氏 

遠藤先生からは様々な事例をもとに、ネット依存について詳しくお話しいただきました。諸

問題の原因や状態は様々ですが、低年齢化が目立っていることやスマートフォン、オンライン

ゲームを介しての依存が増えていることが危惧され、まずは「はま 

る」前の予防が大切であるとのことでした。 

ネットとリアルの生活に適切な距離を保つ習慣を付けること、子 

どもと話し合って子どもが納得できる約束をつくるなど、「使わな 

い」のではなく「上手に付き合う」視点を学びました。大人のネッ 

ト依存も少なくないそうです。大人自身が、日常生活での使い方や 

使用時間の見直しをするなど、意識を改めたいと思う内容でした。 

主催事業一覧（上半期） 

図書ボランティア研修会（６／24）  会場：益子町中央公民館 

朗読と音楽が一緒になると物語が心に深く入っていくことが分かる、
興味深い研修でした。ボランティアの方々が活躍する場所でも活かせる
可能性があり、活動の幅が広がりそうです。交流会での情報交換はメン
バーを変えながら行いましたが、大盛況でした。３名の茂木高校生も参
加し、地域の大人の熱い思いを感じ取った様子でした。 

講話「本の世界の『声』と『音』を聴いてみよう～読み聴かせの可能性～」 

講師：朗読家 見澤 淑恵 氏  音楽演出家 永井 真一 氏 



今後の研修予定 
・青少年ネットワーク①   １１月１９日（日）茂木町「とりかえっこ」にて 
・青少年ネットワーク②   １１月２３日（木・祝）真岡市「子どもまつり」にて 
・ふれあい学習ネットワーク  １月３０日（火）13:30～ 真岡市青年女性会館 
・ジュニアリーダー研修会③  ２月  ４日（日） 9:00～ 益子町あぐり館 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

芳賀地区での「ふれあい学習」の活動を紹介します！ 

ふれあい学習実行委員会議①（5/26） 

会場：芳賀庁舎 

 
  今年度のふれあい学習は「若者同士がつな
がる つながりを地域で生かす」がテーマで
す。どうすれば管内 JLC がつながりながら地
域づくりへ参画できるか協議しました。各委 

員が、それぞれの 
立場から様々なア 
イディアを出し合 
い、事業の方向性 
を探りました。 

講話「誰もが『ここにいていい』と思える場

づくりのために」～インプロ(即興表現)を活かす～」 
講師 インプロパーク主宰 鈴木 聡之 氏 
  自分で決めたことが認められる「OK メ 

セージ」や相手の思い
を受け止める重要性に
ついて、ゲームやイン
プロの演習を通して学
びました。 

 
   会場：茂木町ゆずもホール 

 

【益子町】 小宅古墳群で流しそうめん！ 
令和 5 年７月２２日（土）、菜の花と桜の名所である小宅古墳群で「竹を使った夏祭り！竹で流しそうめん

をしてみよう！」が開催されました。 

町内の小中学生１８名が参加し、はじめに小宅古墳群里山の会のみなさんやジュニア 

リーダーに支援や協力をしてもらいながら、竹を使った器を作りました。この器は流し 

そうめんの汁を入れるものです。のこぎりを初めて持つ子も 

いましたが、手を切らないよう注意して竹を切り、参加者全 

員がオリジナルの器を完成させることができました。 

いよいよ流しそうめん。子どもたちは、自分で作った器を 

手に、流れてきたそうめんを競うようにして箸で取り、みん 

なでおいしく頂きました。 

 
【市貝町】 子ども会リーダー研修会 

町内各子ども会の小学５・６年生を対象とした「町子ども会リーダー研修会」が茨城県鉾田市のとちぎ海

浜自然の家で７月２６日～２７日の２日間にわたり開催されました。 

栃木県にはない「海」での活動や、貝殻を使った創作活動、各班に分かれて仲間とともにウォークラリー 

で順位を競い合うなど、普段の生活では得られないよ 

うな経験ができました。 

２日間を通して仲間と協力し合う大切さ、創作活動 

の楽しさを学ぶことができたと思います。家庭や学校 

とも違う環境の中、きまりを守りながら行動するなど 

有意義な研修となりました。 

 
【芳賀町】 「ユースボランティア つむぎ」設立！ 

芳賀町ジュニアリーダースクラブの卒業生が、令和５年７月にボランティア団体「ユースボランティア つ

むぎ」を設立しました。 

 メンバーは高校卒業後も町ＪＬＣの活動に参加しサポートをしていましたが、ＪＬＣ以外のボランティア

もやってみたい、町外出身の友人にもボランティア 

に興味がある人がいるので一緒に活動したい、との 

声があり、新たに団体を設立することになりました。 

青年が個人の都合に合わせて、さまざまなボラン 

ティアに気軽に参加できる環境になることで、若者 

の地域交流が活発になることを期待しています。 


